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855　災害復興のデザイン
東京から南南西に約 180km。伊豆諸島のほぼ
真ん中に位置する三宅島を 9 月中旬、日本災害情
報学会の仲間たちと訪ねた。三宅島雄山の噴火に
よる 4 年半の全島避難を経て、ようやく帰島 3 年
目を迎えた島は活気を取り戻しつつあるように見
えた。11 月には英国のマン島 TT レースにヒン
トを得たバイク・フェスティバルが予定され、来
春には念願の空路も再開される。だが、復興の道
筋は、むしろ学会のロングシンポジウムで語られ
た島の日常性の中にこそ潜んでいるような気がし
た。
三宅高校体育館を会場に「三宅島火山災害から
7 年」と題して開かれたシンポは、基調講演 3 本、
特別講演 1 本、発表 2 本、パネル討論 3 コマ、
延々 8 時間にも及ぶ、まさにロングランの話し合
いだった。
講演者、パネリストは（私を含め）学会員の大
学教員や官僚、ジャーナリストが中心だったが、
三宅高校の生徒をはじめ漁協、商工会の構成員、
民宿業者ら地元住民も多数、出演したのが大きな
特徴だ。
「火山災害時の情報伝達のあり方」という、ま
さに学会らしいタイトルのセッションもあった
が、多くの時間が割かれたテーマは、それぞれが
描く「復興物語」であった。
そこでは、東京都知事の石原慎太郎（なにせ島
は都三宅村なので、知事が登場することになる）
が、トップダウンで持ち込んだバイクフェスタの
ような「借り物」のムラおこしではなく、自分た
ちの手で何とかなる─島の人たちが復興の担
い手になりうる物語が語られた。
その一つのキーワードが「ワークシート」であ
る。三宅高校で地学を学ぶ生徒たちが作った島や
火山にちなむクイズ集。「防災教育チャレンジプ
ラン」の副題がついており、クイズを解きながら
一周 38km の島をめぐってもらおうとのアイデア
だ。本土の学校を対象にした火山・防災研修の誘
致にはじまり、エコツーリズムやジオパーク（地
質遺産を含む自然公園）の構想にまで夢は及んだ。
もう一つのキーワードは「塩ザケ」。周囲を太
平洋の海原に囲まれていながら、民宿で 3 日も
「塩ザケ」が出た話から、地元で獲れる海産物を
使った「おもてなし」のグレードアップこそ重要
との声が出た。島の漁協はこの 5 月、定置網を再
開させたばかり。地元民宿などに新鮮な海産物を
卸す流通ルートをどう構築するか。漁業後継者の
育成をどう図るか、などやっかいに課題も語られ
た。
「危険な場所に住民を戻す必要はない。安全
な地域へ移せ」「過疎の中山間地や離島に巨額
の公費を投入してまで復興させる意味があるの
か」─災害のたびに聞かれた心ない声を私は
「防災ファシズム」「経済ファシスト」と呼んでいる。
島原（雲仙普賢岳噴火災害）、神戸・長田（阪神・
淡路大震災）、鳥取・日野（鳥取県西部地震）、洞
爺湖（有珠山噴火災害）、そして新潟（中越大震災）
と、各被災地で、負けることのできない復興まち
おこしの闘いが今なお続いている。
被災地の町おこしには、期せずして三宅と同
様、二つの潮流がある。一つは災害を逆手にとっ
たミュージアム構想。もう一つは地元に埋もれて
いる「宝物」に光をあてる掘り起こしだ。
復興の道筋示唆した二つのキーワ ドー
「塩ザケ」と「ワークシ トー」
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北海道・壮瞥町では噴火跡を活用した洞爺湖周
辺地域エコミュージアムの整備が進み、それを支
える NPO 組織も旗揚げしていた。大震災の被災
地をめぐりながら町づくりや法制度を学ぶ神戸復
興塾の取り組みは、もう 10 年になる。新潟では
今年、山菜料理などを中心にした「やまこし道楽
村」や民宿「山古志亭」が開業した。
災害は、その地域が抱える社会的脆弱性を顕在
化させ、一気に加速させる。高齢化、過疎化、斜
陽産業の衰退化……。平時なら徐々にむしばま
れ、気づいたときには夕張のように手遅れとなっ
ているケースも少なくない。被災を嘆くより、災
害によって、早期の病根発見につながったと考え
た方がよいのだろう。そして、程度の差こそあ
れ、災害による危機感を復興バネにしようとの努
力が各地で展開されている。
ただ、復興町おこしにあたっては、「都市性」
と「田舎性」、「洗練さ」と「素朴さ」の損益分岐
点を早めに見つけることが大切だ。都市性がまさ
ると文化は薄っぺらになり、田舎性が強すぎると
サービスが泥臭くなる。企業の目と NPO の心が
調和した、ここだけの観光文化をつくれるかどう
かが成否のカギとなる。
よそ者の目と地元の力をコラボレーションさせ
ることも重要だろう。三宅島には、仲間由紀恵主
演の映画「大奥」で取り上げられた江戸時代のス
キャンダル「江島生島事件」で遠島にされた歌舞
伎役者・生島新五郎の墓がある。「人間機関車」
の異名で大衆に愛されながら、右翼少年に刺殺さ
れた日本社会党委員長・浅沼稲次郎の生家という
歴史資料もある。これら資源が生かされていない
のも地元の人にとってはあたり前の風景だからか
もしれない。
もっとも、町おこしという「美しい物語」だけ
見ていては本質から目を背けたことになる。住民
組織「三宅島再生ネットワーク」によると、今
なお帰島を果たせていない人は約 1000 人。とく
に中年女性の中抜け現象が島の労働力調整に重大
な影響を及ぼしているという。高齢化が一段と進
み、復興まちづくりの担い手の戦力不足が懸念さ
れているのだ。立ち入りが規制されている高濃度
地区住民の生活維持も大変だ。13 年前、長崎県
弁護士会が提唱した長期化大規模災害対策法は検
討されることもなくホコリをかぶっている。先行
被災地の知恵をもう一度掘り起こす作業を始めな
ければいけない。
「三宅島火山災害」　2000 年 6 月 26 日の群
発地震に端を発し、今なお火山ガスの放出
が続く異例の長期にわたる火山災害。2000
年 8 月 25 日には三宅村の小中高校生、9 月
2 日には防災関係者を除く全島民に対して島
外避難指示が発令され、2005 年 2 月 1 日の
避難指示解除まで約 4 年半に及ぶ避難生活
が続いた。同年 5 月からは「高感受性者」（二
酸化硫黄が低濃度でも影響を受けやすい人）
の帰島や観光客の受け入れも再開され、今
年 3 月 1 日現在の人口は、1760 世帯、2903
人。観光客にはガスマスクの常時携帯が義
務づけられているが、阿古の高濃度地区に
ついては今年夏、住民の一時滞在が認めら
れるなど徐々に改善もみられる。
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